
第 1366回例会 平成 27年 9月 16日(水) 

＜＜屋外例会本日のプログラム＞＞ 

1.点      鐘      

2.ロータリーソング「」 

3. ※４つのテスト唱和                 

4.会長の挨拶     

5.幹事報告      6.出席報告 

7.ハッピーBOX披露 

8.委員会報告 

9.宝塔山公園清掃    

10.ＳＡＡより次週の案内 

 23日＝祭日休会「秋分の日」 

 30日＝会員卓話「太田 忍君」 

11.点    鐘 

第 1365回例会記録 平成 27年 9月 9日（水） 

■会長の時間        会長 日高邦孝君 

皆さんこんにちは、本日

はゲスト卓話にアサヒビ

ール宮崎支社長 草田哲

也氏にお越し頂いており

ます。 

宮崎中央ＲＣ会員でもあ

られます。後ほどどうぞよ

ろしくお願い致します。先

週は皆さんのご協力の下

にてガバナー公式訪問を

無事に終ることが出来ました。 

会場設営等には籾田君を始めとしてスタッフの方に

は大変お世話になり誠にありがとう御座いました。 

野中ガバナー及び橋口ガバナー補佐にも喜んで帰っ

て頂く事が出来ました。改めまして皆様に御礼申し上

げます。例会後に行う理事・役員会で 2件ほど議題が

上がっております。この報告は又皆様にまとめてご報

告致します。本日はこれで終わります。 

■ 幹事報告         幹事●林 厚雄君 

＜文書案内＞ 

＊西都ＲＣ/高鍋ＲＣ＝9月の例会案内 

＊地区大会信任状証明書の提出 

＊ソウル国際大会参加ご集約のお願い 

＊小林ＲＣ～例会場変更のお知らせ 

＊野中ガバナー～佐土原ＲＣ公式訪問ガバナーアドレス

を披露致します。 

皆さまこんにちは。ガ

バナーの野中です。 

本日は、年度恒例の公

式訪問にあたりまして、

佐土原 RC 日高邦孝会

長はじめ会員皆様には、

親しく歓迎頂き誠に有

難うございます。貴ク

ラブには、今年創立 28 年。奉仕活動を年々着実に

築かれ今日、26 名会員皆さんが和気あいあいと、

ロータリーに励まれているご様子をあらためて伺

いました。私は、かつて貴クラブを 2度程メークア

ップでお邪魔したことがあります。当時は、この会

場ではなく石崎浜荘でした。懐かしく思い出されま

す。さて、貴クラブには地区委員会活動にもご理解

を頂き、拡大・会員増強委員に永野陽子会員を輩出

頂きお世話になっております。また、本日は例会に

先立ち会長・幹事・会長エレクトとの事前懇談。そ

の後、新会員皆様・女性会員並びに配偶者（ご夫人）

との有意義な懇談会の機会を設けて頂きました。そ

の際、日高会長からは、クラブ概況と今年度の活動

方針を懇切にご報告いただきました。何より、堅苦

しくなくフランクな雰囲気の中で、各リーダーの皆

さんが前向きに、会員皆さんをまとめ、活動に取り

組まれていることを伺いました。そして、社会奉仕

活動の「佐土原 RC クリスマスバレーボール大会」

開催や新地区補助金を活用した桜の植樹事業やベ

ンチの寄贈は、貴重な活動であります。一方、会長

の具体的活動方針としては、創立 30 年に向けて会

員 30 名の目標達成。楽しい例会、出席率の向上。

夫人参加・家族参加の場を増やす。身近な地域社会

への奉仕活動の積極的な取り組み。など大変活発で

す。         さて、今年の国際ロータリ

ーの最重要事項は「会員増強」「ポリオ撲滅」そし

て、「公共イメージップ」の三つです。私はこれら

の課題に対しまして、ガバナーの立場より二つの具

体策を講じております。 

         2015～2016        国際ロータリー第 2730地区 

         週報 佐土原ロータリークラブ 
          会 長：日高邦孝  副会長 ：岩切正司    RI2730地区ガバナー 野中 玄雄 

          幹 事：林 厚雄  会 計 ：竹下 隆   中部分区ガバナー補佐  橋口 正樹 

          事務局：吉野由里子 会報委員：荒武義博 RI 会長テーマ世界へのプレゼントになろう 

          例 会 場：ｼｪﾗﾄﾝ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ･ｵｰｼｬﾝﾘｿﾞｰﾄ 5F 2730地区テーマ『奉仕は力！活かそう例会』  

          例会場住所：〒880-8545宮崎市山崎町浜山 クラブテーマ『』 

          例会場 TEL :0985-21-1133・FAX 0985-21-1024     

          事務局住所：宮崎市佐土原町下田島 11703-18 TEL0985-62-7833 FAX0985-62-7877    

RI テーマ 

世界へのプレゼントに

なろう 

 



一つに、公式訪問例会に対する配偶者（ご夫人）

のご出席依頼です。本日は有り難くも、お二人の

ご夫人にもご参加頂きました。うれしい限りです。 

今後のクラブ発展を図る上で、ご夫人のロータリ

ーへの理解と応援は不可欠です。近隣の韓国や台湾

のクラブでは会員が年々増強されています。 

その要因を尋ねますと、女性会員の増加と配偶者

の参加協力が挙げられています。何しろ、夫人は今

日では RI の職業分類上「家事」業とされ、会員増

強の対象ともされています。そう考えますと、ご夫

人の会員増強はともかくとしても、ご夫人方からの

クラブ支援を頂きたいものです。ちなみに、私の所

属する延岡東 RCでは、30年前からクラブ夫人「カ

トレア会」を結成しております。貴クラブにおいて

も、ご夫人皆さん含めての家族親睦行事は活発と伺

います。私のクラブの「カトレア会」は、実は我が

クラブの一番の理解者であり協力者です。クラブの

出席率や米山・財団の協力も陰から支援してくれて

おります。いずれに致しましても、女性会員の増強

も急がれますが、家庭や職場の皆さんの応援は、ク

ラブの活性化に欠かせません。まさに「家族・職場

と共にロータリー」であります。つきましては、今

年度「ロータリー・アピールポスター」を作製しま

した。地区内全会員宛てに 2枚ずつ郵送いたしてお

ります。お手元の Aサイズのチラシはその縮小版で

す。そして、ポスターは家庭に 1 枚・職場に 1 枚、

貼っていただくものです。何より、このポスターを

通じて身近な人にロータリーを伝えてもらいたい

と思います。ポスターの内容は、チラシの通り、RI

テーマ「世界へのプレゼントになろう」を頭にかか

げ、中心にはテーマロゴマークとテーマの原語〝Be 

a gift to the world〟を置いています。また、上段の

写真に「ポリオ撲滅」「水と衛生」「東日本大震災被

災地児童・生徒支援の福島キッズ」。そして、中段

には「ポリオ予防接種活動」や延岡市内３RC 合同

開催の「ポリオ撲滅ロータリーデー・街頭募金」。 

さらには、下段には４つのテスト。ロータリーの

目的、ロータリーの行動規範も並べております。こ

のポスターやチラシを通じて、ご家族や職場の皆さ

ん或いはご友人・知人にロータリーを伝えて頂きた

いのです。例えば、ロータリーとライオンズの違い

は何ですかと、尋ねられた場合もこのチラシを縮小

コピーするなどして、いつも携帯しておけば、少な

くともロータリーの趣旨・目的・活動ぶりは伝えら

れるはずです。いずれにいたしましても、「ロータ

リーの奉仕」とは何か。それは、ロータリーの二つ

の標語の「超我の奉仕」と「最もよく奉仕する者、

最も多く報いられる。」が答えとなります。しかし、

この答えは今一つ難解です。実は、この難解な答え

を分かりやすく伝えるメッセージが RI 会長の掲げ

る年度テーマです。このテーマこそ「世界へのプレ

ゼントになろう」であります。ラビンドラン RI 会

長は、次の言葉を添えています。「結局の所、私た

ちの人生の価値は、どれほど得たかではなく、どれ

ほど与えたかによって判断されるのです。」この言

葉には、胸打たれます。そういう訳で、私は地区モ

ット―を「奉仕は力！活かそう例会」としました。 

相手に対して、心からなる奉仕。それを今回 RI

テーマではギフト・プレゼントの言葉で表現してお

ります。まさに、ロータリーの奉仕の精神を換言し

たものです。RI 会長によれば、プレゼント（ギフ

ト）は「お返し、恩返し」と述べております。さら

に、「ロータリーは、私たちの資質を引出し、それ

を人生で生かす道をみつけてくれます。」と。まさ

に、例会出席や会員増強・退会防止の意義を言うも

のです。このように、ロータリーの基本となる「奉

仕の精神」を今後、私達ロータリアンはさらに広く

社会に伝えて行かねばなりません。より良き地域社

会を築くために、ひいては世界平和を願うためにも、

邁進せねばなりません。会員増強のもう一つ意味も

ここにあります。そのためにも、ポリオ撲滅運動は

じめクラブ独自の社会奉仕活動の推進は大切です。 

これは、単にロータリーPR に留めず、他の団体・

グループのあらたなる活動指針の参考となるはず

です。その点、地元メディアとの連携を良く図りた

いものですね。終わりに、今年の 10月 16日(金)～

18 日（日）の地区大会、あらためて多数のご参加

をお待ちします。当日は、特別講演にジャ―ナリス

の櫻井よしこさん。そして、田中作次 RI 元会長に

よるセミナーも計画しておりますさらに、来年 5月

27 日(金)～29 日（日）は韓国ソウルでの国際大会

です。日本からは 1万人。当地区からは、200人を

目標に募集しております。世界のロータリーにご一

諸に触れてみて、新たな感動触れてみましょう。 

尚、国際大会の取りまとめは分区単位でお願いし

ます。クラブ会長から、ガバナー補佐に参加予定者

をお伝え下さい。いずれに致しましても、佐土原

RC 様の今後益々のご発展と当年度の大成功を心か

らご祈念致します。ご清聴ありがとうございました。 

■出席報告            籾田 直樹君 

会員数 26（１） 出席数 20名 出席率 80.0％ 

免除会員 1名 欠席数 6名 メイク  0   

 

■ ハッピーBOX披露    ● 正岡 文郁君 

●＜財団へ＞ 

●岩切 正司君～ゲスト卓話～草田様をお迎えして。 



■ロータリー財団より～正岡 文郁君へ 

メジャードナー記念品贈呈 

 

    記念品 

■ 委員会報告 

           親睦委員会●吉田康一郎君 

 

♪9月のセレモニー♪ 

☆ 藤堂 孝一君・20日生☆岩切 純子さん 

☆ 永野 陽子君・15日生☆荒武 由美さん 

☆ 長倉祐一郎君・23日生 

☆ 日高邦孝君・裕子さんご夫妻 

☆ 田邉揮一朗君・明美さんご夫妻 

♪皆様おめでとうございます♪ 

■ ゲスト卓話 

    ＜アサヒビール宮崎支社長＞ 

●草田 哲也様 

 

本日はＮＨＫ朝ドラで大変注目を集め話題になりご

好評いただいておりますニッカウヰスキー部門に関

する内容でプロジェクターを使いながらお話しさせ

て頂こうと思います、どうぞよろしくお願い致します。 

ニッカウヰスキーには、ふたつの蒸溜所があります。 

ウイスキーづくりの理想郷を求め、厳しくも清らか

な北の大地に築かれた余市蒸溜所。さらなる理想を

追求するために、おだやかな緑の峡谷につくられた

宮城峡蒸溜所。それぞれが異なる個性の原酒をつく

り、異なる役割を担っていますが、抱く信念は同じ。

それは、ウイスキーをつくるのは人である、という

こと。時代が変わりテクノロジーが進化しても、創

業者・竹鶴政孝から受け継ぐ人の技と情熱こそさら

においしいウイスキーを追い求める原動力になる。

蒸溜所で働くすべてのスタッフはウイスキーを育

む自然への敬意を抱きつつ、原点を忘れることなく

未来へと進み続けています。 

  

   

＜仙台工場＞ 

 

 

         ＜宮 城 峡 蒸 留 所 ＞  

 

＜余市蒸留所正門＞ 

４つのテスト 

『言行はこれに照らしてから』 

１. 真実かどうか。 

２. みんなに公平か。 

３. 好意と友情を深めるか。 

４. みんなのためになるかどうか。 
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